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４ 下の図は同じ大きさの正三角形 8 個を面とする立体ＡＢＣＤＥＦです。

辺ＣＤ，辺ＣＦ，辺ＢＦ上にそれぞれ点Ｐ，点Ｑ，点Ｒがあります。

以下の問いに答えなさい。

① 下の図は，立体ＡＢＣＤＥＦの展開図です。 の中にあてはまる頂点のを答

えなさい。

② 点Ｐ，点Ｑ，点Ｒが各辺のちょうど真ん中にあるとき，ＰＱ＋ＱＲ＋ＲＢの長さは，

辺ＡＢの長さの何倍になりますか。

③ ＡＰ＋ＰＱ＋ＱＲ＋ＲＥの長さが最も小さくなるとき，ＣＰとＰＤの長さの比を最

も簡単な整数の比で答えなさい。
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①

上図から，□にあてはまるのはＤ です

② Ｐ，Ｑ，Ｒが各辺の真ん中にあるとき，ＰＱ，ＱＲ，ＲＢはすべて辺ＡＢの長さの

になる。よって，ＰＱ＋ＱＲ＋ＲＢはＡＢの ＝ 1.5 倍になります。，

③ ＡＰ＋ＰＱ＋ＱＲ＋ＲＥが最小に

なるのは，①の展開図で，右図のように

4 点Ａ，Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｅが一直線上に

くるとき。

このとき，右図で斜線をつけた 2 つの

三角形，△ＡＰＣと△ＥＰＤは

相似で，相似比はＡＣ：ＤＥ

＝ 1：2。よって，ＣＰ：ＰＤも

1：2 になります。
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